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1　 は じめに

　寛 政 2 年 （1790） に 南部 家 の 家 臣、大 巻勇助

が 、寛 文 8 年 （1667 ）以 降の 同藩 に伝 わ る量制

に関わる文書 を次の 時代 に伝 える べ く取 りま と

め た 「御枡
一

巻」 が あ る。こ れ とは 別 に 盛岡の

「枡屋一与右衛門方で 、これ を書き写 し伝 え ら

れ て い る も の を、明治 13 年 に 「藩治雑記草稿 」

に 収録 した 「師師記 録 」 もあ る 。

　 こ れ らの 記録は 、幕府が統
一

しよ うと して い

た 京枡 と異な る部分 もあ るが、幕府か らは 藩 内

に 限 っ て 公式枡 と して の 使用 を認 め られ た 「南

部枡 」 と して の 基本や 歴 史的背景などが記録 さ

れ て い る。

　な お 、こ こ では 本 当に狭 い 地域 だけ で使われ

た 無判 の 私枡 と か 、
一一

部 の 鉱 山 （秋 田、鹿角 ）

だ け で 鉱石 の 粉 （鉋 は く）などを量る
一

般 の 枡 の

数倍 もあ る よ うな もの もある が 、ある程度 の 地

域範囲 以 Eで年貢 とか 交易な どに使われ て ない

枡 は 収録 され て お らず 、本稿 も こ れ らの 記 述 は

避 けた。

　 なお 、最近 、天和 元年 （1681） 製枡 が 発 見さ

れ た こ とに よ り、咋年 H 月 の 計 量 史を さ ぐる会

で 、幕府勘定奉行印 と判断 した焼印に つ い て は 、

結 論 に 矛盾 が 生 じ た の で 保 留 の 上、今 後 の 研 究

課題 とした い 。

1 ・1　枡師記録 冒頭 の 文 書

　 明治十三 年 元 御枡屋 iJ・右衛 門 跡 目相続 人

川 村小 作よ り古書差出 し候写 し

　 　　　　御 書 上 御 調 所

　御国限 りの 御枡相用 い候由来先年公 儀へ

　被仰せ 上 げ候
一巻

　南部大勝 大夫領 内で 寛文 八 年六 月 津留等

書 ヒ候節枡 の 儀 も岡 田豊 前守様 へ 御 届け 申 し

上 げ候通 り京枡用 い 来 り候乍 併 し領内 手広 く

に就 き 上 方 よ り遠国 の 儀 に付 き 天 正 以 前は 御

改 め も之無 くに 付 き納 枡 と申 し候 て 領 内 限 り

の 年貢種貸 し 付け に 用 い 候 京枡 に て
一

斗
一
升

入 りに御座 候

　天 iE 年 中内堀 四 郎 兵 衛 と申す 者召 抱 え 後右

之 者 の 才覚 を以 て 枡師池田孫
．
ヒと申す 者を召

抱 え京枡人 り日の 通 り 領内 に於 い て 枡 を拵え

為 し 尤 も枡 改め 方役 人 も申 し付 け置き　 年 々

相改め 四民 に 通用 申 し付け参 り候 　其 の 節 は

太閤秀吉公 御 治国之 節 に付 き前田 利家卿 え 故

大膳 大夫 信直 小 田原 参 陣 の 序で に 相伺 い 候

処 遠 国 の 儀 に 付 き 苦 し間 敷 の 御 下 知 御 座 候

　其の 後 御 当家御治 国以来 御 当地に 差 し ドし

仕 り本形で 枡 の 人 り 目 の 吟味 も無 く焼印 も 申

し 付 け候通 り 只 今 も相用 い 来 り候

　寛文 八年津留 め 書 ヒげ候以 後　同年 ヒ月故 大

膳 大夫重信 参勤仕 り候節 猶 又 岡田豊 前守様

え 前書 の 通 り往 占よ り是 の 枡
．
を 申 し付 け仕 り

来 り趣御届 け 申 し Eげ候処 御聞き届 け 置候

　右 申 し 1一げ候通 り 御当地枡 は本 形 に仕 り候

得共枡の 恰好 は御 当地 と違 い 候得共 往 占よ り

用 い 来 り候 通 り 只 今 兵 申 し付 け 置 き候 恰 好 并

び 焼印 共 図面を以 て 申 し hげ候通 りに御座候

安 永 六 年 九 月 南 部 大 膳 大 夫 　 内 　 某

＊　C
’1，
’
．

t’
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1 ・2　御枡 師

　江戸 時代 に は枡 の 製作 、販売、枡改 め （検査）

な どを行 う枡 座が あ り、江戸の 樽屋藤左 衛門、

京都は福井作左衛 門が、東西に分担地域 を決め

られ て 、世 襲で 業務を行 っ て い た。

　枡師 は通 常 「枡座 で 枡 を作る人 」 を言 う。 し

か し 、 盛 岡藩で は枡座 は な く、鍛冶棟梁 の 与右

衛 門が 枡 を作 り、枡屋 を行 っ て きた 。

　天保 4 年 （1833）、「御枡師」 の 称 号が 与 右衛

門に 盛 岡薄か ら与 え られ た。

　 　　　天保 4 年 （1833 ） 11 月 25 日

　　　「身帯被召 出 并分 地 組付 御免」 文書

御枡屋 　鍛冶棟 梁　与右衛門

四十 二 年 数十年出精相勤候に付永 く

苗字帯刀 御免 被成 下旨被仰 出 御町奉行 え

申渡之

但 御枡屋 之 事 以 来 御枡師 相 唱可 申候

1 ・3　南部氏 三 戸城時代 に枡 師を招 く

　南部氏 が 青森 県 の 三 戸町 か ら盛岡 に居城 を移

す の は慶長 12 年 （1607）で あ る が
、 記録で は天

正 年 間 （1575 〜91） の 三 戸時代 に 前田利家 の 家

臣 、内堀 四郎 兵衛 を召 し抱 え、内堀の 手配 で枡

師 の 池 田 孫 七 を京 か ら迎え て 、枡の 製作 と枡 改

役 を仰せ つ け て い る 。

1 ・4　盛岡の 町方枡師、鍛冶棟梁、川村与右衛

　　 門

　 正 徳 2 年 （1712 ）、
一一

部不 明な点 もある が 、枡

の 新規拵 えは鍛 冶棟梁与 右衛 門所 が 仕 立 て
、 土

蔵方が枡改め を し、持 参 の 焼印 を付す との 記述

もあ る。焼 印 は勘定 所が 管理 し、鍛冶棟 梁与右

衛門 に七駄 四人 扶持 が宛行 なわれ る。

　 150 年 を超 え る川村
一

族 の 経歴 を
一

読 して、

藩か ら何 回 もお 叱 りを受 け、ま た取 り戻 し て い

る こ とが 目に付 く、 しか し藩の 職制に組み 込 ま

れ た御職人 と して の 地 位 を持 た せ られ て い る。

享保 2年 （1718 ）鍛冶頭 与右衛 fi『没　68才

享保4年 （1720 ）鍛 冶 小 頭 万 十 郎 与 右衛F『襲名

文 政9年 （1827 ）与 右 衛 門 に 苗字 帯 刀 仰せ 付 け る

　　　 と こ ろ心 得違い と不 調法 あ り、取 り上 げ

　　　 られ る。

天保 4年 （1833） 11月 与右衛 門苗 字帯刀 を許 さ

　　　れ 、枡師の 称 号 も藩か ら与え られ る。

天保 10年 （1840）正 月 息子 の 万治 、 孫徳之助お

　　　 目見 え。

天 保 10年 （1840）2月 与力格 、与右衛 門病没 4⊥

　　　才。

弘化3年 （1847）曹孫慶助 （後 に徳之助）出生

弘化 3年 （1847 ） 12月 親与 右衛 門 病没。

嘉永2年 （1849 ）徳之助 、与 右衛 門を襲名。

嘉永4年 （1851 ）次男 善次郎出生。

安政2年 （1856）正月 与力格身分 を取 り戻 し

慶応 3年 （1868）七駄 四 入 扶持 、ほ か に 二 駄 片

　 　 　馬。

1 ・5　 「京枡統一令」 の頃 の幕府勘定奉行

　　　　 　　　　　　　 　 寛 文 9 年 （1670）

　寛文 9 年 1670 に京枡 統
一一
令が 布かれ るが 、そ

の 中心 とな っ て い る の は幕府 の 勘 定奉行で 、そ

の メ ン バ ー
は次 の とお りで あ る。

　岡 田義政 豊前守

　　　　　　 万治 3 年 〜寛文 9 年 1660〜70

　松 浦信 貞 猪右衛 門

　　　　　　 寛文 6 年 〜延 宝元 年 1666〜73

　妻木重直 彦右衛門

　　　　　　 寛文 2 年 〜寛文 10 年 1662〜70

　杉浦 正 綱 市右衛 門

　　　　 　　 寛文 8 年〜寛文 10 年 1668 〜70

1 ・6　枡　座

　寛文 9 年 （1670）に は既 に枡座 が置か れ て あ っ

たが 、幕府が 安永年間 に 枡 の 製造 ・販売権に加

え て 、「枡改権」 を国内を東西に分 け、江戸 の 樽

屋 、京 の 福井家に 許可 し て い る、 こ れ が
一
般に

見 られ る 「枡改を行 う枡座」 で ある。

　また 、各藩が認 め た 枡 座 も地 方に よ っ て 存在

した が、盛 岡藩に は なか っ た。
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1 ・7　南部氏 と加 賀 の 前田 利家

　南部氏が 三 戸 在住 時代 は 、天 下 は 秀吉に 傾 い

て い た の で 、南部信直は秀 吉 の 互大 老 の
・
人 前

田利家 に近づ き、小 田原 の 陣で は利家 を通 して

秀古に 謁 見、天 正 18 年 （1590）に 「南部 内七 郡

（現在 の 岩手 ・上 閉伊 ・下閉伊以北 の 陸奥
一

帯）

事大膳大夫可任覚悟事 」 と言 う、本領安堵状を

秀吉か ら貰 っ て 、実質的な南部領主 とな っ て い

る 。 ま た 、27 代利直の 名前の 「利 」 は前 田利家

か ら貰 っ て い る 。

1 ・8　盛岡 藩の職制大 綱

　盛 岡 を 含む 陸奥南部氏 の 始祖 、南部 光行 が 甲

斐 の 南部郷 か ら八 戸浦に 来た の は 、鎌 倉時 代 の

初期 とされ る が、江戸時代に入 っ てか ら の 凡 そ

の 職 制 大綱 は 、次 の よ うに な っ て い る 。

藩

主

冢

老

t h
御
近

習
頭

御
留

守
屠

御

用
人

所

　
　・
御
用
人

御
目
付

所輪
∴
輛

驪
糟

　
・
北
地

榔

用
大

番
頭

御
中

丸
御

番
頭

御

新
丸

御
番
頭

1 ・9　枡師記録 藩の 枡取扱 由来

・
御枡 の 儀 天 正 年 中 太 閤秀吉公 御治国 の

節 故大膳 大 夫信 直公 　小 田原参 陣 の 御序

前 田利 直卿 を 以 て 枡帥召抱 え の 儀御伺 い 成

候處 遠国の 儀 に 付 き 不 苦 旨御 ド知 御座候

に 付 き其 の 節枡師 召 抱 え る も御国 限 り の 為

御拵 え四 民 に通 用 させ 候

　寛 文の 度 御 領内 津留 等御書 Eの 節 も枡

の 儀 は 公 儀 へ 御届 に成 れ 置 き候

　安永の 度 公 儀 従 よ りの 仰せ 出 は左 の 通

り枡の 儀 は 東三 t三 ケ 国 は樽屋 藤左 衛門方

の 枡の 外 無判の 枡 を遣 い 候儀堅 く停止 に 御

座 候 所 々 に て 相 用 い 近 年 は 別 け て も無判

の 枡多 く有 りの 由相聞 え不届 き に候

　追 っ て 樽屋 藤左 衛 門方 よ り枡 方 の 老相迎

え 申す可 旨急度 相守 り無判 の 枡
．
相用 い 申す

間 敷 く候

　右 の 通 り東海道 東 山道 北 陸 并月
．
波 但

馬丹後の 都合二 十 三 ケ国 は御領 の 代官私領

は 領主 地頭 よ り相 触れ られ る可 く候

　 　 二 月

　　右 の 通 り に 従 り 公 儀 へ 仰 せ 出 で ら る

海
奉
行

川

奉
行

産

物
吟
味

方

川

徐
普
請

奉
行

春
木
極
印
奉
行

　〔
士
　
分V

正

穂
2
年
頃

枡
　
　
　
改

郡

奉
行

本

方
御

金

奉
行

払
方
御

金

奉
行

御
蔵

奉

行

御

山
奉
行

台

所
奉
行

綱

山
奉
行

作

業
奉
行

・ ， ， ，
御
郡
方

御
代
官

方

御
蔵
元

方

御
支

配

山

林
方

御
褒

美
方

御
土
蔵
方

　
　
⇔

一

1 ・10 揆 　籌

　規格 寸法書そ の 他 に揆籌 の 文字が 見え る。

　揆 の 文字 も、また籌 の 文 字 も
「
計る」 を意味

す る文字 で、1 合 2 勺 5 才と 2 合 5 勺の 二 種類

の 枡が あ る。京枡よ り約 25％ 大 き い 枡で 漆 の 流

通 単位 の 「盃 」 （精漆で 400g、生 漆で 1200g で

一
盃） を補助す る特殊 な枡 と見 られ る。

2　古枡の焼 印 の 印影記録か ら

2 ・1　御枡
一

巻　　　焼 印　枡絵図 な ど

一一167一
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　樽屋 藤 左 衛 門 よ り枡 改方 の 者 御領 分 へ

罷 り下 られ 右枡 改方 の 者 へ 挨 拶致 す様

申 し付 け 御 元 締 寺 社御 奉行 御 目付 御

勘 定 所 と相 談 仕 り申 し 上 げ候 樣 　御 沙 汰

に 付 き 前 々 よ り御 領 内 に て 御拵 え通 用 仰

せ 付 け候 枡 の 次第は 左 の 通 り相 認 め 右枡

の 恰好 并び 焼印 并び 絵 図面相　添 え差

し 上 げ申 し候

　 よ く見合せ 前 々 よ り本 形 と成 られ候 京

枡 の 図 并 び 江戸枡 の 図 焼印 并び 写 図

是れ 又御 序 に差 し 上 げ申 し候

  1厨  
致

急愈蟹
、

團冷

隼
争

罪

嬢

ド
蚕

書

※　本 図は 縮小 して い る が 、原 書 は 原寸 大 で 押

　印 され て あ る 。 枡 の 絵図 は省略 し た。

　　また 「枡 師 の 記録 」 の 方は 、手 書 き の 記 録

　 とな っ て い る 。

2 ・2　枡 に付 され た焼印

　南部領内で 製作、使用 され た枡 に は各 種 、各

様 の 枡 が残 され て い るが 、筆者が 2004 年 9 月 現

在で確認 出 来た、公 儀の 焼印 と枡座 関係 の 焼 印、

また 、製作年 も付 された もの は、天 和 元年 （1681 ）

か ら嘉永 2 年 （1849） の 問 に あ る も の で 、印影

は最初か ら同 じ印影が使 われ て い る 。 江戸の 枡

座 製 の も の は 、焼印は 町奉行印が付 され るが 、

盛 岡藩 の 場 合 は幕府か 藩 の 公 印で は な い か と思

われ る 二 種 類 の 焼印が 付 され て い る が 、特定は

今後 の 課題 とされ た。

　 こ れ ら焼 印 は、全 て 藩 が管理 し て い る。

（1）天 和元年 （1681）以 前 の 幕府 か 藩の 公 印で

　は な い か と見 られ る焼印 の 印影 の
一

つ 。

　 2 合 5 勺 枡

鱒

護
へ

　

　

蠶

蟹

急覊

難糶

　焼印 の 字体、大 き

さは 「御枡
一

巻」 の

印影 と重ね合 わせ る

と同 じで あ る 。

（2）徳川家拝領印 ・樽屋初代印

2 合 5 勺 枡   江戸枡座 の 樽屋 が

徳川家か ら拝領 した

と言 わ れ る 松 平 の

　 「松」 の 字で 、江戸

初期の もの 。

  江 戸 枡座、樽屋 初

代水野弥 吉康 忠 の 座

方印。

  （D と同 じ焼 印 。

（3） （D と同 じ焼 印 の
一

つ と見 られ る ｛） の 。

　 2 合 5 勺 枡

  嘉永 2 年 （1849）

の 年 号印。

  景 の 隷書体 の 印影

　と見 た が、幕府 また

は藩 の 関連奉行 と特

　 定出来得ず （D と と もに 今後 の 課題 と し て

　 残 された 。

（4） 1 升枡底裏面 の 切込 み数 字

驪
  口 径が 4寸 9分 四方 を意

味す る、京 枡基 準 の 曲尺

寸法。

  枡 の 深 さ 2 寸 7 分 を意味

　する 、京 枡 基準寸法。ち

なみ に 、こ の 二 つ の 数値 の 積を 64827 （ム

シ ヤ フ ナ ）立 方 分 と記憶 され て 伝承 され て

来た よ うだ。

（5）2 合 5 勺枡底裏

  使用す る枡か き （斗

　 か き ） の 直径 の 寸 法

　　「一寸 二 分」 表示焼 印、

　  奉 行 印 を 消す よ う
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　 に 付 さ れ て い る部 分

　 もあ る が 詳細不 明印。

    と同様 で あ り、詳細不 明印 。

　　本欄の 厂升か きの 直径 」 印以外 の 焼印 は 、

　そ の 後発 見 され た 南部枡 全て か ら見 っ か っ て

　い ない 。

（6） （3）の 公 印 と見 られ る焼印 と 「廃」の 焼印及

　び 使用停止 措 置

一
升枡 の 例

（部分 ）

韆
蠶

蠡

　

ミ
　

ヘ
　

　

　ヒ

に
　マ
ポ

鑼

難
羅
飆

五 升 枡 の 例

　 宝暦 8〜 ll 年 （1758〜61）

  （3）の   印 と同 じ、幕府

　 勘定 奉 行 と見 られ る焼 印。

  明治 8 年度量衡取締 条

　 令 公 布 以降 の 検査 時に 付

　 され た 、公 印の 消印を表

　す 「廃 」

  廃 の 焼 印は 外 側 の 四 方

に付 され 、左

の 図 の よ うな

使 用 不能 処 置

が施 され て あ

る。

　 「廃」 の 宇

が 付 され 枡 は、外側 四 方 に廃 の 焼 印が あ る他 、

口 金 の 算 鉄 と 口 部 を斜 め に は し る弦鉄 が は ず

され 、上 の 角 に斜 め に切 込 みが 入れ られ て あ

る 。

2 ・3 　領 内枡と焼印 に 関わ る文献

　年代的 に は っ き り しな い 部分 もあ るが 、「焼

印」 は 御勘 定所 被差 置候事 但 御土蔵 方 え御預

候事」 を冒頭 に 記 し た 「枡 師記録 」 と 「御 枡
一

巻」 が ある ほか 、規格寸法を書 い た も の は い ろ

い ろ 出 て くるが 、
一

番古い もの と して は 「諸御

職 人被 召 出 井 御 賞書 L 」 の 中 に は 、寛 文年代

（1661 〜72） の 御枡定 法 も見つ か っ て い る、

　 こ れ が 現時点で は最 も占い もの に な る が 、既

に 天和 1 年 （1681） の 枡 も出て 来て い る こ と も

あ り、古文 書類 も現物 を軸に し て 探 し て 行 く と

見 つ か る可 能性 は 大 き く、盛岡を中心 とす る 八

戸 ・七戸 ・遠 野 な ど各南部氏 を 含む 領内 の ［枡

史 1 書 き換え は更 に 加 速 され る の で は な い か 。

3　寛文年代 （1616 〜72 ）に 見 る盛岡藩の 交易

　 と枡

　桝 師 記録 　 　 　1 斗 1 升入 る 津留 の 枡

　 私 領内馬 の 儀 は 公 儀 馬 買衆 年 々 十 月 御

下 り成 られ 候 て 御 馬 共 御買 い 成 られ 残

馬 共 脇馬 買い 共 買 い 済候以 後 来 年 卜月

御馬 買衆下 り候 迄は他領え出不 申し候事

・ 枡 の 儀 は前 々 よ り京 枡 を 領 内 の 町 在 共

に用 い 申 し候

　 納枡壱 斗 入れ 但 し 京 枡 に て 壱 斗壱 升位

前 々 よ り 用 い 来 た り候事

中略

　　 申　 六 月 二 十五 日　 南部大勝大夫

　 岡田 　豊 前守 　　　殿

　 松 浦　伊右衛 門　　殿

※ 1　 申　 　寛文 八 年 （1669 ）

（1） こ の 文書 の 翌 年に 、幕府は京枡統
一一・

令 を出

　 して い る の で 、幕府 は各藩に対 し て 強 く Ii渉

　 し て い る 。

（2） 盛 岡藩 は 、駿馬 の 生 産 と種 の 確保 に は か な

　 り力 を入 れ 、藩内 に十ケ 所 の 牧場 を持 ち、種

　の 保 存に つ い て も幕府 に 主 導権 を握 られ な い

　よ う細心 の 注 意 を払 っ て お り、京枡統
一

の こ

　と も、津留 め （移 出 禁止 ） の こ とな ど もか な

　り幕府 と駆 け 引き的な と こ ろ もあ る 。

（3） 盛 岡藩 で は 津 留 め に使 用 す る枡 を 納 枡 と

　言 っ た とき もあ る よ うで 、年 貢収納 や 種 籾貸

　し付けな どに使 用 され 、租税用 の 1 斗は 実 量

　1 斗 1 升入 る枡で 、こ れ が恐 らく公儀馬買衆

　の 報告な ど か ら と思 われ るが、幕府 の 目 に と

　ま り、津 留 め 問題 な ど と と も に 、家 中総出で

　対応 策を練 り、幕府 の 勘定奉行に 藩 卞重信 か

　ら回 答文 が 出 され て い る。

　　こ こ で 藩 と幕府 の 関 わ り を 見 る と 、用 務 の

　内 容 に ょ り完 全 な 縦害Ilり関イ系に あ り、1升に 関

　わ る場合は勘定奉行の 管轄 と窺われ る，．

言十量 史石汗究 　26．．2　［29］　200・1，77
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（4）盛岡藩の 江 戸 初期 の 租税制度 を見る と　「役

　銭」の 中に 物産税、夫傳馬税、利用税 が あ り、

　物産税 は運 上 金 と も言 っ て現 物 または金銭納

　で あ るの で 、藩で は移入 物産 に運 上 金を課 す

　際、物産の 移入 される 港や河 港で 荷 を留 め 置

　い て 検査 し、納税時 に使 っ た の が 「津留 め 枡 」

　で 、前述 の よ うに 、幕府 は こ の 年か ら津留め

　は 、物 産 の 流通 を阻 害す る と し て 、全 面的 に

　 こ れ を禁止 し て い る。

（5）公 儀馬 買 衆は 御用馬 の 調達 を業務 とす る、

　勘定奉行配下 の 役人 で 、毎年 2 人位 の 役人 が

　 6〜70 人 の 従 者 と とも に、盛岡に 来て い た よ

　 うだ。公 儀馬売衆 は幕府 の 密偵 も兼ねて 行動

　 して い た と言 われ て い る。

枡屋 御検夫」 の こ とと思われ る。

　盛 岡藩の 「御枡 …巻」 の 記録 を見ると、安永

6 年 （1777） 頃に焼印 の 管理 が ある の で 、当然

「枡改」 も行 な っ て い る こ とに なる の で 、こ の

頃 よ り以 前に は 「御枡 御改 御用 懸 」 が 置か れて

い た の で は な い か と推 察され る 。

　安永 5 年 は、枡座 の 活 動範囲 も拡 充 され るな

ど枡座 の 地 方活動 が活発 に な っ て 来て い る年 で

もあ っ た よ うだ。

　仕事は新枡改 よ りも、使用 中の 枡 改めが 中心

で あ っ たよ うで 、御用懸の 名称 も 「在 々 相廻 」

とあ り、昨今 の 計量立 入 検査に 近 い もの に相 当

する 「枡改」 と見 られ るが、詳細 に つ い て は未

確認で あ る 。

4　盛岡 藩の枡改め体制

　桝師記 録　　　寛政 2 年 （1790） にお ける

　　　 　　　　　盛岡藩御枡御 改御用 懸

　枡帥記 録 の 最後 の 部分 に 、次 の よ うな 文 面 が

書 き残 され て い る。

　右
一
巻 寛政 二年御領分中御枡改 め に

就 い て仰 せ 付 け られ諸御 留 め よ り書 き

授 け
一

帳 認 め 置 く

　　　　 寛政 二 年戌 三月

　　　　御枡御 改御用 懸　御勘定頭

　　　　　　 大　 巻　 勇　 助

　　　　　右　 御用懸在 々 相廻

　　　　　　 八 木 橋　 幸　 作

　　　　　　 種 市
．
ヒ兵 衛

　 　 　 　 　 　 大 　 里 　 弥 之 和

　　　　　　 栃 内 与 右 衛 門

　　　　　　 玉 　 山　 栄　 作

　前段 （3）の 要約 にあ るよ うに 、寛政 2 年 （1790 ）

に 「御枡御改御用懸 」 が置か れ て い るが 、「御枡

一
巻 」 で も こ れ は確認 され る。

　
一

方 、秋 田 領 の 安永 5 年 （1776 ）の 記録 「枡

屋の 由来覚書」 に 「懸御検夫 」 や 「御枡御 検夫」

の 文字が 出て 来 るが 、こ れ は 「御枡御 改御用懸

5　大 日本租 税志

　大 日本租 税志 は、明治政府 （大蔵 省） が 口本

の 租 税、度量衡 な どに つ い て の 沿 革、歴史等 を

調 べ 、明治 13 年 に作成 した も の で ある。

　本文の とりま とめ の ベ ー
ス と した 「枡 師記 録一

も、南部家が 「藩治作記」 を明治 13年 に編纂 し

た際 、

一
緒にま とめ られて い る 。

○　租 税志 の 中の 近世量 制文 献 （抜粋）

  豊臣秀吉令文 禄三 年 （1595 ）　 文 禄 検 知 沙 汰 文

「枡 ハ 京枡 二 定ム 従来 ノ枡 ハ 悉 ク収 取 ス ヘ シ 」

按 天 IE 以 来、秀 占諸 国 の 田制租法 を改定す。

　本 文乃 ち、其 の 制条の
一

つ に して、伊 勢の 国

　に令す る所、及び 下条 の 如 き も亦皆同 じ、乃

　ち諸国
一

般京枡の 制 と為せ しな り、京枡 は径

　 り （方）四寸九 分深 さ二 寸 七 分 と為 す 。 以 下 略

  徳川家綱 令 寛文九年 （1670）　 正 寶事録

「江 戸枡 バ
ー般 京枡 二 改シ ニ ヨ リ、古枡 ハ 来

　 閏 十月 朔 目 ヨ リ ー切用 フ ル ヘカ ラ ス 」

  徳川吉宗 令 寛保 二 年 （1742 ）　 経賤須 知

「似枡ヲ 造 ル 者 ハ 獄 門 二 処 ス 、但 入 実 差無 キ

　 ニ 於 テ ハ 中追放 二 処 ス ヘ シ 」

按 此 の 令 下す と雖 も、管理 未 だ 至 ら ざ る 所有

　 り。安永年 中令 し て 、座 （枡座）人 を諸国に

　遣 し、不 正 の 量を検察せ しめ た り、又 当時
一

　般京枡 を用 る の 制な れ ど も 、 甲州 枡
・武佐枡
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の 如き は、各其地 の 習慣 に依て 之 を用 ふ 凡例

録 に 云 ふ 甲斐の 国 は多 く武 田信 玄定 る所 の 量

を用 ふ 、其
一

升 は 京枡 三升 に 当る 半升 を な か

ら と称 す 　 　 　 以下 略

6　南部枡の 関 連史年 表

表 1　南部枡 の 歴 史 と関連 史年表

南部枡
一

南部氏 各領内 で 使用 し た 公 的枡 の 仮称

　　　　　　　　　 表 2　関連郷 士史記録

年　　代 記 録

天 正 18年 1590

天正 年代
．

慶長 8年 1603

慶長 12年 且607

寛文 9年 1670

天和 元年 1681

天和 2一年 1682

止 徳 2年 1712

寛保 3 年　1743

安永 年 代

　 　 　 1776〜

安フk4 自三　1775

安永 5年 1776

安永 6年 1777

ヌこ日月元年　1781

寛政 2年　　1790

天 保 4 年 1833

明治 13年 1881

・三 戸 南部信直、小 田原 の 陣 で豊 臣 秀 吉か ら南部

　七郡 を安堵 され る　
・津軽氏 も分 離安堵

南部 氏秀吉 よ り枡 の 製作 を認 め ら る

・南部氏、前田氏 家臣、内堀四 郎兵衛 を召抱え、内

堀、京 の枡 師池 田孫 七 を抱 える

・こ の 頃、盛岡城落成

・盛岡城 へ 居 城 を 移 す

・
盛 岡藩 こ の 頃か ら京 枡 も使 い 始め る

・本年製の 7升枡保荏
」
手葉 県　山 団 研治氏

・
南 部枡 規 格 寸法 記録 「御 領分 通 分 諸上 納金 銭雑

　記」 藩税財政記 録

・製作枡改 と研の 焼 EI」管理 は御勘定所土 蔵 方の 記

録 「諸御 職 人 被 召 出 井御 貰書上 t よ り推定

・枡屋与右衛門　 ヒ駄四 人扶持 与力相 当

・
秤 座 の 秤改 　7 − 14年 間 隔

・
こ の 頃 の 公 儀焼 印 と 見られ る 燒印 、嘉永 2 年 の

　南部枡 と見 られる枡 に使用 され る

・
秤 座 の秤改

・
研 座 の 枡改

・南部桝寸法規格 「御枡定 法 」 存在
・
　 江 戸 枡座

　 関係 印 と公 儀 燒印 と見 られ る燒 印等 の 記録文書

　 「御枡
一

卷 」 存在 ・盛岡藩 勘定 所 に御 枡 御改 御 用

懸 存在 か寛政2年 　御枡 御改 御 用懸 の 記 録 よ り

・枡 座 の枡改 　 　7月

・
盛 岡藩勘定所　御枡御改御用懸 御勘 定頭　以 下

　 6名　配 属記録 ・盛岡藩 の 「枡 改 」 3年置 き

・
枡 屋 与右衛 門 「枡 師」 の 称号 と苗 字帯刀 許 さる

・尾 崎懋 「御枡一巻1 を写本 し 「藩 治雑 記 卓稿 」

　に 残 す。枡 師記録

年　 　代 記 録

天正 2年　 1574

．憂 艮 7 年 　　L602

承 応 2年 　　1653

寛又 9年 　1670

寛 保 2．年 　 1742

筧保 3蓬 　 ［743

安宗 4隼　 1775

安永 5 年　　　且776

安永 7軍　［778

天 明 7年 　 1788

天保 7 年　　183了

天保 9年　 1839

明治 13年 　　1881

・
守随 氏 甲斐で 秤 座開 く

・水 戸 の 佐 竹 氏 秋 田 に 移 封

・守 随氏東33 力国 秤改 開始

・
幕府枡 座 設置

・江 戸枡 を京枡に 統
一

・
偽枡作 りは獄門の 令

　 　 　 　 　 　徳 川 吉 宗 令

・
坪座　東 33 か国 秤改

・
秤 座　棄 33 力国 秤改

・
枡 座樽 屋 枡 改 の 管 轄東33 力国

に お よぶ

秋田藩 「御枡御 改 御 用懸 」 存

在か 　枡屋記録

・秋 田藩枡 寸法規格記録

・京都枡座福井家枡改管轄 西

　35 力国 に お よ ぶ

・
秤 座 　東 33h 国秤改

・
秤 座　東 33 力 国 秤 改

・
陸奥、出羽に 「秤座」 出先 を

置 く　 秋田、岩城瀬之上、序

内 、米沢 、津 軽

・大蔵省 度最衡制度含む 大 H 本

租税志 まとめ る

計 量 史研 究 26−2 ［29］ 20e・1，79
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8　確認 され た南部枡

　平成 16 年 5 月 現在、南部枡 で あ る こ とが 確認

出来 た 枡 の 所 在は 次 の 通 り で あ る「

・r一葉県沼南町 　山田研治氏

　　　7 チ1一　天 不01 年製

　　　 5 升 　1升 2．5 合 　嘉永 2 年製

・岩手県松尾村　松尾村歴史民俗資料館　 1升

・
寿  　王三VI　L−9ヒ　1二首丁立ぞ芭　　9ヒ　1二「打・

1

乙樗草斗勿食官

　　　 5 チ十 （2f固）　1／勺 寛 β女 2 年重皀1 で固 　2．5 合

・岩
．
P県 イ「鳥谷町 　石 ，鳥谷町 歴 史民俗資料館

　　　5 升 （2 個） 内 天 保 6 年 1製 1 個

・岩
．
r・県 岩

．
F 町 川 li 高 田 文 k 氏 　5 升

　 以 1：全部で Uf 固で 、構造上 寸法 に微小な違 し、

が 見 ら れ る が 、容積は殆 ど京枡 対応 に な っ て い る．

　 なお 、花巻、石 鳥谷地域 の 資料館1）・らは、1斗

と 5 ∫1．な どの 無判の 枡が相 当数見 つ か っ て い る 。

　 こ れ ら は い ずれ も口 に彳1斗め に 走る弦鉄や 、「1辺

の 算鉄 もな く、枡改 の 形跡 もな い 私 枡で あ っ た，

9　おわ りに

　 秀吉が 蝦 夷地 は 異民 族 の 地 と L て 、天 卜
．
統

・

の 範囲外 と した Lr≒
．
わ れ るが 、地 理 rf1　｛」に蝦 夷地

の 南限 は 、岩 r−・育森 県境 近 辺 か ら秋 田
・青森

の 県境近 辺 の ラ イ ン に か け て とされ る 、．

　
’
ド安仏 Li

ニ
ヤわれ る 仏f象が 旧 南部領内 に 伝存す

る 割 合が 、こ の ラ イ ン を境 に 全 く．異な り、南側

は 70 体を数 え る の に 対 し、北 側 は 数1
厂
トに 留 ま る 、

秋 田 領 に つ い て も同 じよ うな こ とが 言 え る p

　仏 教 艾化を必要 と しな か 厂ゴ：二地域は 、民俗性 の

異なる信1「IIか 、原始 1｛」な信1［
』
「1が 存在 し て い た こ と

に な るが 、こ れ ら も南部枡 の 1∫気立 に は 気に な る「

　南韻氏ぽ領内に 、こ の よ うな地帯を約
’
卜分抱

え．7
‘
： 麦 圭、近 ill／の に 戸 時代 に ノ丶 つ て い ろ

　 匚Plll／d．）臼こ眞tt
’
市r亅丿く） 糾二全付洋削力竃1よっ き り しオくし ・ う

え 、南部氏 支配後 の 江 尸 時代に つ い て も、 こ れ

ら の 解明が難 し い 地域 、特に 領内 北 部地 1或で 、

こ の 地 城 の 経済体吊llの 解明が
一
納卞f・制」 を継続

さ せ た り 「京枡 Li『法 ：を 不
’
7匕全な形 で 取 り入れ 、

秀吉に まで 理 解 を求 め た とされ る こ とか ら、南

部枡 の 原点 の 姿が 浮か び 1： っ て く る と思 われ る．

10 参 考文献

・
枡 自「li言己録

一　　彳凋1村1　　　．巻
・枡屋 由来覚書

・御 領 分通 分 諸 il納 金銭 雑記

盛岡 市中央公 民館

岩手 県立図 書館 蔵

秋田 県立図書館蔵

　 　 　 　 　秤之 寸 方

岩
一
P県 立図 害：館 蔵

・江戸時代 にお け る量制統制 の 形態

・
江 戸 時代に お け る 量 制統 制 の

・
側 面

　　　　　　　　　　　 馬 　場 　章 暑
二

・「枡 1 京枡
．
関連 記 録他　　　小 泉袈 裟勝 著

・和朝 占
閲
今 量之 図 并諸 説

・各時代 の 度量 衡制度 ・大 日本租税志関連 文書

　　 　　　　 岩 手 県工業 技 術セ ン タ
ー蔵

・身帯 被 召出 ji’分 地組 付御 免
・
鍛 冶棟梁

’
丿・右衛

・rtl緒 ・大 日本 近 世資料柳榮補任 二 ・寛政重修

　諸家譜 ・諸 御 職人被御 書 L ・他近 世 文 辞

　　 　　　　 近世文書研 究所 　工 藤利悦蔵

・
国 史大辞典 　枡

．
改　　占川弘文tl　H魂版

・1昭和 57 年 「計 量 に関す る歴 史的資料調 査 研 究

報告書」　　　　　 日本計量 協会編

・盛 岡 藩馬 政 の 概 要　岩 手 占 文書学会編

・雑書にお け る奉行　岩 手 占文書学会編

・
公 儀馬 買歴 史の 道　秋田

・A
’
1　r一横軸交流会

　　 　　　　 入 間 田宣 夫　森 ノ ブ講 演記 録

・盛 岡 四 百年 江 尸 時 代　郷 上 文 化 研 究会発 行

・
京 都枡座 福井家 文書　伊東宗祐講演記録

・計量 史研究 、
「
OL7　NOI　江 戸時代   冠文年問〜

慶 厂と：年間 ）　；
；
」：ナ

ー林升夫尭自∫｝〜

・日本史広 辞典 　年代と幕閣　山川 出版 発彳丁

・盛 岡藩記録 盛 岡 市 史第 3 巻 盛岡 市発 行

・青森 県の 歴 史　南部 氏　河 出 書房 発行

・秋 田県の 計量史　　　 佐藤清
一一郎 著

・藩 史大事 典 　藩 の 職 制 大 綱 　雄 山閣 とll版

・岩 手 史叢 第 9 巻　経済意見集　漆

　　 　　　　　 岩手 県 文化財愛護協会発行

・仏教 の 布教 と民衆　　　　 誉田慶信編

・盛 岡周 辺 の 仏た ち　　　　大矢邦宣編

（付 記 ） 南部枡 （28 頁 ） を 御 希 望 の 方 は、郵 券 250 円

　 　 を 同 封の う え、ご連絡 頂 け れ ば贈 呈 し ます、，
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  天和 元年 十
・
月 十六 日　（1681）

  橋渡 丿い 1
．
四分 四方 、

　 深 さ五 ・1’壱分 バ リ　（ン ）
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